
2018. 5
290

平成30年5月1日発行 No.290No.290
月号



　

日
頃
気
に
し
な
が
ら
も
、
見
送
り
が
ち
な
健
康

チ
ェ
ッ
ク
。
忙
し
い
あ
な
た
の
た
め
に
健
康
管
理

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
っ
く

う
が
ら
ず
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
下
さ
い
。

　

次
の
検
査
が
日
帰
り
で
終
わ
り
ま
す
。

❶
胃
・
肺
・
大
腸
ガ
ン
検
診

　

女
性
は
婦
人
科
（
内
診
・
細
胞
診
）・
乳
房
（
触

診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
の
ガ
ン
検
診
も
有
り

ま
す
。

❷
身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・
血
液
検
査

（
32
項
目
）

❸
心
電
図
検
査
・
呼
吸
機
能
検
査

❹
腹
部
超
音
波
検
診
（
肝
臓
、
腎
臓
、
胆
嚢
等
）

❺
聴
力
・
視
力
（
眼
底
検
査
も
有
）

❻
問
診
・
診
察
・
健
康
相
談

◆
検
診
料
金

　

四
月
十
八
日
、
な
の
は
な
農
協
女
性
部
は
農
産
物
直
売
所
前
広
場
で
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

「
ｋ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
な
の
は
な
」
の
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
導
入
は
県
内
Ｊ
Ａ
で
は
初
と
な
り
ま
す
。
地
元
産
の
野
菜
を
使
い
、

新
鮮
で
安
心
・
安
全
な
食
の
提
供
や
子
供
達
へ
の
食
農
・
食
育
活
動
、
健
康
づ
く
り
の
サ

ポ
ー
ト
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
を
改
造
し
た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
は
、
ガ

ス
コ
ン
ロ
や
冷
蔵
庫
、
洗
い
場
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
揚
げ
物
や
炒
め
物
な
ど
を
車

内
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
女
性
部
員
約
20
人
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
交
代
で
調
理
に
あ

た
り
ま
す
。

　

毎
週
木
～
土
曜
日
11
時
か
ら
14
時
に
富
山
市
田
尻
東
の
農
産
物
直
売
所
前
で
地
元
産
の

野
菜
や
県
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ
た
日
替
わ
り
の
手
作
り
弁
当
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
協
ま
つ
り
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
出
張
し
、「
ｋ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
な

の
は
な
」
の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
検
診
日
程

７
月
11
日
（
水
）
中
部
支
店

７
月
12
日
（
木
）
北
部
・
西
部
支
店

８
月
13
日
（
月
）
東
部
・
和
合
支
店

８
月
17
日
（
金
）
北
部
支
店

10
月
15
日
（
月
）
呉
羽
・
南
部
支
店

11
月
26
日
（
月
）
呉
羽
・
南
部
支
店

12
月
５
日
（
水
）
西
部
・
水
橋
支
店

12
月
20
日
（
木
）
呉
羽
支
店

１
月
29
日
（
火
）
水
橋
支
店

１
月
30
日
（
水
）
西
部
支
店
（
神
明
）

３
月
５
日
（
火
）
中
部
・
北
部
支
店

３
月
６
日
（
水
）
東
部
・
和
合
支
店

＊
右
記
の
日
程
が
都
合
の
悪
い
方
は
、
希
望
日
を
支
店
へ

　

ご
連
絡
下
さ
い
。

◆
オ
プ
シ
ョ
ン
検
診

・
骨
密
度
検
診

・
脳
ド
ッ
ク
（
１
日
１
名
以
内
））

・
肺
ガ
ン
…
喀
痰
検
査

・
肺
ガ
ン
…
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
検
診

（
１
日
２
名
以
内
）

・
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前
立
腺
ガ
ン
）
検
査

・
ピ
ロ
リ
菌
検
査

・
Ｃ
Ｔ
内
臓
脂
肪
測
定
検
査

（
滑
川
セ
ン
タ
ー
の
み
）

＊
検
診
申
し
込
み
時
に
一
緒
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◆
二
次
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

せ
っ
か
く
人
間
ド
ッ
ク
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
の
に
、
痛
く
も
か
ゆ
く
も
な
い
か
ら
と
行
っ

て
、
放
置
し
て
お
く
と
、
い
つ
の
ま
に
か
手
に
お

え
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
健
診
も
、
受
け
っ
ぱ
な
し
で
は
何

の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
二
次
検
診
は
必

ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

富
山
の
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

富
山
の
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
な
の
は
な
農
協
女
性
部

キッ
チ
ン
カ
ー
オ
ープ
ン

キッ
チ
ン
カ
ー
オ
ープ
ン

キッ
チ
ン
カ
ー
オ
ープ
ン

キッ
チ
ン
カ
ー
オ
ープ
ン

を
受
診
し
て

早
期
発
見・

早
期
治
療
を
！

を
受
診
し
て

早
期
発
見・

早
期
治
療
を
！

「
日
帰
り

　　人
間
ド
ッ
ク
」

「
日
帰
り

　　人
間
ド
ッ
ク
」

キッチンカーを前にテープカット

商品を買い求めるお客様

性
別

組
合
員
料
金

Ｊ
Ａ
共
済　
　

加
入
組
合
員
料

男

２
９
、８
０
０
円

２
３
、８
０
０
円

女

３
５
、０
２
０
円

２
８
、０
２
０
円
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三
月
二
七
日
、
富
山

北
消
防
署
和
合
出
張
所

の
署
員
の
協
力
の
も
と

自
衛
消
防
訓
練
が
和
合

支
店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
支
店
一
階

の
湯
沸
室
か
ら
出
火
し

た
と
い
う
想
定
で
行
い

ま
し
た
。現
場
の
確
認
・

１
１
９
番
通
報
・
初
期

消
火
・
避
難
誘
導
・
消

防
隊
へ
の
情
報
提
供
と

職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
署
員
か
ら
消

火
器
の
取
扱
に
つ
い
て

説
明
を
聞
き
、
実
際
に

消
火
器
を
使
用
し
た
消

火
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
普
段
か
ら
消
火
器

を
目
に
す
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
実
際
に
使
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
い
う

人
は
少
な
く
、
と
て
も

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

◆
検
診
日
程

７
月
11
日
（
水
）
中
部
支
店

７
月
12
日
（
木
）
北
部
・
西
部
支
店

８
月
13
日
（
月
）
東
部
・
和
合
支
店

８
月
17
日
（
金
）
北
部
支
店

10
月
15
日
（
月
）
呉
羽
・
南
部
支
店

11
月
26
日
（
月
）
呉
羽
・
南
部
支
店

12
月
５
日
（
水
）
西
部
・
水
橋
支
店

12
月
20
日
（
木
）
呉
羽
支
店

１
月
29
日
（
火
）
水
橋
支
店

１
月
30
日
（
水
）
西
部
支
店
（
神
明
）

３
月
５
日
（
火
）
中
部
・
北
部
支
店

３
月
６
日
（
水
）
東
部
・
和
合
支
店

＊
右
記
の
日
程
が
都
合
の
悪
い
方
は
、
希
望
日
を
支
店
へ

　

ご
連
絡
下
さ
い
。

◆
オ
プ
シ
ョ
ン
検
診

・
骨
密
度
検
診

・
脳
ド
ッ
ク
（
１
日
１
名
以
内
））

・
肺
ガ
ン
…
喀
痰
検
査

・
肺
ガ
ン
…
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
検
診

（
１
日
２
名
以
内
）

・
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前
立
腺
ガ
ン
）
検
査

・
ピ
ロ
リ
菌
検
査

・
Ｃ
Ｔ
内
臓
脂
肪
測
定
検
査

（
滑
川
セ
ン
タ
ー
の
み
）

＊
検
診
申
し
込
み
時
に
一
緒
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◆
二
次
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

せ
っ
か
く
人
間
ド
ッ
ク
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
の
に
、
痛
く
も
か
ゆ
く
も
な
い
か
ら
と
行
っ

て
、
放
置
し
て
お
く
と
、
い
つ
の
ま
に
か
手
に
お

え
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
健
診
も
、
受
け
っ
ぱ
な
し
で
は
何

の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
二
次
検
診
は
必

ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

な
の
は
な
農
協
管
内
の
女
性
の
皆
さ
ん
が
運
営

さ
れ
る
朝
市
が
、
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

「
新
鮮
・
安
全
・
安
心
」
な
旬
の
農
産
物
や
切
り

花
な
ど
様
々
な
商
品
が
出
品
さ
れ
ま
す
の
で
、
近

所
の
方
・
友
人
・
知
人
を
誘
い
合
っ
て
ご
来
店
下

さ
い
。

◎
５
月
12
日
（
土
）

　

朝
市
く
れ
は･
呉
羽
支
店

◎
５
月
13
日
（
日
）

　

池
多
朝
ど
り
市･

古
洞
の
森

◎
５
月
19
日
（
土
）

　

み
ず
の
里
市･

二
ッ
屋
倉
庫
前

◎
５
月
20
日
（
日
）

　

み
ず
の
里
市･

ふ
る
さ
と
会
館

◎
５
月
23
日
（
水
）

　

み
ず
の
里
市
夕
市･

二
ツ
屋
倉
庫
前

◎
６
月
６
日
（
水
）

　

池
多
朝
ど
り
市･

池
多
農
業
振
興
会
館
前

　

四
月
二
十
・
二
十
一
日
の
両
日
、
富

山
県
農
協
会
館
八
階
ホ
ー
ル
で
「
春
夏

期
衣
料
総
合
展
示
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
豊
富
な
色
・
柄
・
素
材
の

紳
士
用
・
婦
人
用
ス
ー
ツ
や
き
も
の
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
バ
ッ
ク
な
ど
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
関
連
商
品
が
多
数
取
り
揃
え

ら
れ
ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た
方
々
は
自

分
に
あ
っ
た
特
選
品
を
品
定
め
を
さ
れ

な
が
ら
買
い
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
展
示
会
を
ご
利
用
い
た
だ

き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

万が一に
備えて

自
衛

消
防
訓
練

自
衛

消
防
訓
練

和合支店

「新鮮・安全・安心」
を求め

「新鮮・安全・安心」
を求め

行
こ
う
！

行
こ
う
！

行
こ
う
！

行
こ
う
！

朝
市
朝
市
朝
市
朝
市
へへへへ

平
成
三
十
年
度

春
夏
期
衣
料

総
合
展
示
会

春
夏
期
衣
料

総
合
展
示
会

春
夏
期
衣
料

総
合
展
示
会

春
夏
期
衣
料

総
合
展
示
会

★
オ
ー
プ
ン
日

★
オ
ー
プ
ン
日

消火訓練

品定めをするお客様

消火器取扱の説明を聞く職員

みずの里市
二ッ屋倉庫前

みずの里市
ふるさと会館

池多朝どり市

朝市くれは
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旅
行
を
楽
し
く
過
ご
す

     

　

 

耳
よ
り
情
報
局

【お問い合わせ先】富山五福ショッピングセンターアリス１階　JAなのはな旅行センター　電話076（439）3336

大相撲名古屋場所大相撲名古屋場所
優勝争い真っ只中の12日目の取組みを観戦！

運行バス会社：新富観光サービス
運転手２名の交替走行により、

安心・安全です。

運行バス会社：新富観光サービス
運転手２名の交替走行により、

安心・安全です。

日帰り
の旅21,800円21,800円

平 成
30年 月7 日（木）19

旅行代金

30名様

大人お一人様

朝－　昼１回　夕１回 ■行程

募集人員

添 乗 員

御食事条件

旅行実施
予 定 日

同行致します。

（最少催行人員25名）

行　　　程 食事

朝：×

昼：○

夕：○
（弁当）

県内各地　　　　　  最寄IC　　　　〈東海北陸道〉

　　　明道町IC　　　　 　名古屋市内

　　　愛知県体育館「　　　　　　　　」
　高速入口　〈名古屋・東海北陸道〉　最寄IC　県内各地

7月
19日
（木）

※イスA席にて観戦いただきます。

（お弁当をご用意いたします。）

7：00～9：00

※上記コースは予定です。変更になる場合もございます。　※集合・出発地および時刻は後日ご呈示いたします。

12：50／13：50

14：00／18：30

22：30～23：00

（ご昼食）

《優勝争い混戦の12日目・イスA席観戦》

大相撲名古屋場所大相撲名古屋場所

組合員家族はもちろん、農家じゃなくても誰でもはいれます。ご近所・お友達と一緒に！
お問い合わせ入会希望は営農部（担当 有澤）、農協各支店へ。 営農部 TEL ４３８－２２１３

こんな
活動を
しています。

一緒に
楽しく活動
しませんか！女性部員募集!女性部員募集!女性部員募集!女性部員募集!女性部員募集!女性部員募集!

料理講習会 旅行

朝ご飯食べよう運動

愛の新米一握り運動

グリンツーリズム

女性まつり

レインボー体操
女性大学

子供農業スクール
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JA

農業近代化資金
平成30年度

◆設備投資や農機具購入などをお考えの方へ‼
作業負担を軽減するための
最新設備導入に

規模拡大による
新しいハウス建築に

ＪＡでは農業者の皆さまのお借入負担を軽減するため、
農業近代化資金のお借入にかかる金利と保証料を助成いたします。

◆金利０％ ●保証料０円
JAバンクが5年間利子補給（金利負担）します。
借入日より5年後以降は金利負担が発生します。

JAバンクが完済まで全額負担します。

・平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日にお借入された方。
・農業近代化資金をお借入れ、かつ富山県農業信用基金協会を
　ご利用いただける方。

事業の対象
となる方

商　品　概　要
▶貸付対象者／認定農業者、認定新規就農者、一定の要件を満たす農

業者（集落営農組織を含む）、認定農業者となる計画を有する農業参
入法人等

▶資金使途
　・農機具、畜舎、果樹棚その他の農産物の生産、流通または 加工

に必要な施設の改良、造成、復旧または取得に必要な資金
　・果樹、その他の永年性植物の植栽、育成に必要な資金
　・家畜の購入、育成に必要な資金
　・農地の小規模な造成、改良、復旧に必要な資金
　・農業経営の規模拡大、農業経営改善に必要な長期運転資金
▶貸付期間／最大１５年、うち据置期間最大７年（資金使途に応じて異

なります。）

▶貸付金額
　・個人 １，８００万円以内
　　※知事が特に必要と認めた場合は、２億円以内
　・法人、集落営農組織等 ２億円以内
　・農業参入法人 １億５千万円以内

▶担保／原則として不要
▶保証／原則として富山県農業信用基金協会
▶保証料／不要
▶ＪＡバンク利子補給期間／５年間
▶ＪＡ利子補給率／最大１．０％

※利子補給・保証料助成総額には上限があります。予算に達し次第終了いたしますので、助成が受けられない場合があります。
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営

　農

　情

　報

営

　農
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①植付本数は３～４本程度

　５月中旬植えの栽植密度は、21.2本/㎡（坪当たり70株）を目安としましょう。
　栽植密度を高めることにより、穂数を増加させ、１穂籾数を抑えることができます。

②栽植密度は70株／坪を目安に

　基肥一発肥料は、不足すると穂肥分も不足します。
　基肥量は、土壌に応じた施肥基準を遵守しましょう。（営農技術情報第２号参照）

　田植え直後は、やや深水、活着後は田面が露出しない程度の浅水管理とし、田水温及び田地温の上昇
に努めましょう。

④基肥は土壌に応じて適量を確実に施用

③植付深さは３㎝程度

産地として選ばれる「なのはな米」
１等比率９５％以上を達成しよう!!
産地として選ばれる「なのはな米」
１等比率９５％以上を達成しよう!!

田植作業田植作業田植作業田植作業１１１１

田植え後の水管理田植え後の水管理田植え後の水管理田植え後の水管理2222

　雑草の発生は、代かきを起点にスタートします。雑草の発生状況を確認し、除草剤は、遅れないよう
に散布しましょう。

除草防除除草防除除草防除除草防除3333

～「Ｈ30 ＪＡなのはな米品質向上運動」実施中～～「Ｈ30 ＪＡなのはな米品質向上運動」実施中～

■田植え～初期水管理作業のポイント

強勢な初期分げつを確保し

適正な穂数にするため

①植付本数３～４本、植付深さ３㎝
②栽植密度　70株/坪を目安
③活着後は浅水管理を行い、遅れずに
　除草剤散布を！

田植直後は
やや深水

活着後は
浅水管理

浅水管理で初期分げつを
しっかり確保！

○浅水管理の留意点
・朝夕の短時間の入水に努め、日中は水温を上昇させるため、止め水にしましょう。
・低温や強風時は深水管理とし、天気回復後は速やかに浅水管理に戻しましょう。
・田がワクと根を傷めて初期生育を阻害するため、水の入れ替えや軽い田干しを行いましょう。

　高品質な「なのはな米」の生産のため、気象変動に打ち勝つ稲にする（適正な穂数
を確保し、１穂籾数を抑える）ことが重要です。そのためにまず初期分げつの確保が
第一歩です。次の基本技術に留意し、適切に管理を行いましょう。

（原稿提供：富山農林振興センター）

・栽培管理情報
・緊急的な気象情報や災害防止対策、
　栽培管理等の情報
・その他必要と思われる情報

〈情報提供内容〉
★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★

★営農情報提供サービスへの　
　ご登録はこちらから☞

（QRコードにスマホ等をかざして
　必要な情報を登録してください）

※登録は
　無料です

成熟期の茎の状態 

３～４本植え ６本植え

適正 
 

１株当たり３～４本植えは、過剰分げつを
抑えて強勢な分げつを確保し、充実した穂
にします。

適正 

地際 

第１葉が見える
ように植付

１㎝ ３㎝ ５㎝ 

3 ～ 3.5㎝

極端な浅植え
は、除草剤の
影響を受けや
すく、生 育 が
抑制されます。

深 植えは 地
温 が 低く分
げ つ の 発 生
が少なくなり
ます。

水が少なくなったら、ゆっくり足し水 

浅水管理 
湛水管理（５～７日間） 

・畦畔からの水の漏れを防ぎ、 

水をしっかりためる。 

・給水を完全に止める。 

・農薬使用基準を厳守する。 

×

田面が露出していると雑草が発生
する原因になります。
こまめな水管理で雑草対策を！！

除
草
剤
散
布 

＊除草剤成分が水田外へ流出しないよう散布後７日間は止水管理を行い、かけ流しや落水を行わないよ
　うに注意しましょう。
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©よい食Ｐ

次号から『ＪＡ自己改革』の取組事例を紹介していきます！お楽しみに～！次 回

●「農業者の所得増大」「地域の活性化」への挑戦
●「農業者の所得増大」「地域の活性化」に向けた組織・事業・経営の革新
● 協同組合理念の浸透と「食・農・協同組合」にかかる理解の醸成

今、求められる
アクティブ・メンバーシップ！

生産拡大

地域の活性化

所得増大

©よい食Ｐ

©よい食Ｐ

©よい食Ｐ

改正農協法が施行（平成２８年４月）さ
れ、ＪＡの事業運営原則の明確化、ＪＡ
の理事等の構成、組織変更規定の導入、
中央会制度の廃止、公認会計士監査の義
務付けなど、ＪＡグループの事業・組織
の基幹に関わる大幅な改正となったよ。

組合員の皆様が、地域農業や協同組合の
理念を深め、「私たちのＪＡ」という意識
を更に高め、積極的にＪＡ事業や組織活
動に参画できるよう、メンバーシップを
強化していきます。

ＪＡグループでは、第２７回ＪＡ全国大会（平成
２７年１０月）において、組合員が運営し、組合
員自らが必要とする組織であるという原点に立ち
戻り、「食と農を基軸とした地域に根ざした協同
組合」として、３つを基本目標とする自己改革に
取り組むこととしました。

①品種構成の見直し（生産調査、
新品種等生産販売契約）

②野菜契約栽培面積の拡大
③直売所売り場の増築
④水稲苗後育苗ハウス利用につ
いての提案

①グリーンパワーなのはなと連
携した農地の保全
②経営所得安定対策を活用した
複合経営支援
③研修会、担い手巡回の実施

①高齢者の健康づくり、介護予
防活動（いきいきサロンの開
催、日帰り人間ドック受診の
推進、レインボー体操教室の
開催）

①予約購買の強化
②集中配送体制の整備
③給油所移転新設及び統合
④肥料の銘柄集約
⑤肥料・農薬の担い手等への直
送

①二毛作の推進
②１億円産地づくり（加工用キ
ャベツ、軟弱野菜、他）
③新規需要米の取組量調整
④輸出米の需給・価格動向調査

①地域住民との交流活性化（親
子農業スクールや料理教室の
開催、グリーンツーリズムへ
の参加、キッチンカーの導入
等）

①正組合員の世代交代支援（グリーンパワーなのはなと連携し農作業受託強化、人材育成）
②自己改革の実践を支える業務執行体制の強化
③総合的なリスク管理態勢の構築（研修会、定期巡回）
④将来を担う人材の育成（職員階層別マネジメント研修会の実施、信頼される農協らしい職員を育成）

ＪＡ富山県大会議案で、「農協改革」の経過や農業・組合員・ＪＡを取りまく情勢と
課題を踏まえ、農業者の所得増大、県民の期待に応える安全・安心な農畜産物の安定
供給に十分な成果をあげることを最重要課題として自己改革に取り組んでいます。

政府と内閣府の規制改革推進会議が、
農業の成長産業化を急進的に推し進め、
ＪＡグループの改革（＝農協改革）に
着手した背景があるよ。

また、同会議からは、「農協改革に関す
る」意見とし、全農改革（農産物の全量
買取、資材関連部門の生産資材メーカー
の譲渡など）や、ＪＡ信用事業の農林中
央金庫への譲渡等、ＪＡの弱体化につな
がりかねない提言がされたよ。

さらに「農協改革集中推進期間（平成
26年6月～平成31年5月）」を設け、ＪＡ
の改革の取り組みを進捗管理している
よ。

富山県ＪＡグループ一体となって取り組みます！

３つの基本目標を持って、自己改革に取り組みます！

©よい食Ｐ

事業・活動

理念共有

アクティブ・メンバー

運営参画

意思反映

地域農業・協同組合・ＪＡの理念を共有

ＪＡの運営に参画

ＪＡの運営に意思を反映

組合員の組織活動に複数・２段階参加
～作って応援・食べて応援～

【販売力の強化】 【担い手等経営体
　　　育成支援】 【介護セーフティネット】

【生産資材価格の低減と
　　配送コストの削減】

【事業運営の組織基盤充実・強化／健全経営による安定した経営基盤確立】

【生産調整対策】 【食農教育】

今回の特集では、

国が求める 農協改革 と

ＪＡグループが展開する

についてお伝えします。

ＪＡ 自己改革
～地域のみんなで支え合う～ SeriesⅠ

ＪＡ自己改革

実践！の

- -

self-reformation特 集

● 農協改革の議論の経過はどうなっているの？

● ＪＡ自己改革の取り組み決議

● 第４６回ＪＡ富山県大会決議 【実践期間：平成28年度～平成30年度】

!生産拡大

生産拡大

地域の活性化

地域の活性化

地域の活性化

所得増大

所得増大
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供給に十分な成果をあげることを最重要課題として自己改革に取り組んでいます。

政府と内閣府の規制改革推進会議が、
農業の成長産業化を急進的に推し進め、
ＪＡグループの改革（＝農協改革）に
着手した背景があるよ。

また、同会議からは、「農協改革に関す
る」意見とし、全農改革（農産物の全量
買取、資材関連部門の生産資材メーカー
の譲渡など）や、ＪＡ信用事業の農林中
央金庫への譲渡等、ＪＡの弱体化につな
がりかねない提言がされたよ。

さらに「農協改革集中推進期間（平成
26年6月～平成31年5月）」を設け、ＪＡ
の改革の取り組みを進捗管理している
よ。

富山県ＪＡグループ一体となって取り組みます！

３つの基本目標を持って、自己改革に取り組みます！

©よい食Ｐ

事業・活動

理念共有

アクティブ・メンバー

運営参画

意思反映

地域農業・協同組合・ＪＡの理念を共有

ＪＡの運営に参画

ＪＡの運営に意思を反映

組合員の組織活動に複数・２段階参加
～作って応援・食べて応援～

【販売力の強化】 【担い手等経営体
　　　育成支援】 【介護セーフティネット】

【生産資材価格の低減と
　　配送コストの削減】

【事業運営の組織基盤充実・強化／健全経営による安定した経営基盤確立】

【生産調整対策】 【食農教育】

今回の特集では、

国が求める 農協改革 と

ＪＡグループが展開する

についてお伝えします。

ＪＡ 自己改革
～地域のみんなで支え合う～ SeriesⅠ

ＪＡ自己改革

実践！の

- -

self-reformation特 集

● 農協改革の議論の経過はどうなっているの？

● ＪＡ自己改革の取り組み決議

● 第４６回ＪＡ富山県大会決議 【実践期間：平成28年度～平成30年度】

!生産拡大

生産拡大

地域の活性化

地域の活性化

地域の活性化

所得増大

所得増大
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熊
さ
ん
・
・
御
隠
居
、
す
っ
か
り
春
の
陽
気

に
な
り
や
ん
し
た
ね
。

御
隠
居
・
・
い
い
季
節
に
な
っ
て
き
た
の
う
。

と
こ
ろ
で
、
田
植
え
の
準
備
は
進
ん
で
お

る
か
い
。
抜
か
り
は
な
い
か
の
う
？

熊
さ
ん
・
・
は
い
、
田
植
え
の
準
備
は
抜
か

り
な
い
で
や
ん
す
が
、
平
成
29
年
分
の
所

得
税
の
確
定
申
告
に
抜
か
り
が
あ
っ
た
で

や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
お
お
。
そ
れ
は
大
変
じ
ゃ
。
ま

さ
か
、「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
利
用
す
れ
ば
自
動
で
計
算
し
て
く

れ
る
か
ら
計
算
誤
り
は
な
い
は
ず
じ
ゃ

が
、
い
っ
た
い
何
を
抜
か
っ
て
お
っ
た
の

じ
ゃ
？

熊
さ
ん
・
・
実
は
、
御
隠
居
。
生
命
保
険
の

一
時
金
を
申
告
に
含
め
る
の
を
忘
れ
て
い

た
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
そ
う
じ
ゃ
っ
た
か
。
生
命
保
険

の
一
時
金
の
申
告
が
漏
れ
て
お
っ
た
り
、

扶
養
控
除
が
多
か
っ
た
な
ど
、
税
額
を
少

な
く
申
告
し
て
い
た
と
き
は
、「
修
正
申

告
」
を
し
て
正
し
い
税
額
に
修
正
す
る
必

要
が
あ
る
の
う
。ま
た
、「
修
正
申
告
」で
新

た
に
納
め
る
税
額
に
は
、
延
滞
税
も
か
か

る
場
合
が
あ
る
ぞ
。
こ
れ
ら
は
、
修
正
申

告
書
の
提
出
の
日
ま
で
に
納
め
る
必
要
が

あ
る
の
じ
ゃ
。
更
に
、
申
告
内
容
の
誤
り

な
ど
を
税
務
署
か
ら
指
摘
さ
れ
て
「
修
正

申
告
」
を
行
う
場
合
に
は
、
加
算
税
も
か

か
る
場
合
が
あ
る
か
ら
注
意
が
必
要
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
御
隠
居
、
そ
れ
は
大
変
で
や
ん

す
。
早
速
、
税
務
署
に
行
っ
て
、「
修
正

申
告
」
を
し
て
く
る
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
熊
さ
ん
、
慌
て
る
で
な
い
。
生

命
保
険
の
一
時
金
が
漏
れ
て
い
る
だ
け
か
、

き
ち
ん
と
見
直
し
て
か
ら
「
修
正
申
告
」

を
す
る
の
じ
ゃ
ぞ
。
ち
な
み
に
、
申
告
期

限
を
過
ぎ
て
か
ら
、
税
額
を
多
く
申
告
し

て
い
た
こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
、「
更

正
の
請
求
」
を
し
て
正
し
い
税
額
へ
訂
正

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
ぞ
。
請
求
内
容

が
正
当
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
正
し
い

税
額
に
減
額
さ
れ
る
の
じ
ゃ
。
更
正
の
請

求
が
で
き
る
期
間
は
、
平
成
29
年
分
は
確

定
申
告
書
の
申
告
期
限
か
ら
５
年
以
内

じ
ゃ
か
ら
な
。

熊
さ
ん
・
・
わ
か
り
や
ん
し
た
。
で
は
、
早

速
、
見
直
し
て
か
ら
、
税
務
署
へ
行
く
で

や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
ま
あ
待
て
、
熊
さ
ん
や
。
修
正

申
告
書
や
更
正
の
請
求
書
も
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
作
る
こ
と
が
で
き
る
の

じ
ゃ
ぞ
。
修
正
申
告
や
更
正
の
請
求
の
手

続
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ
れ
て
お
る
か
ら
参
考
に
す
る

と
よ
い
の
う
。
そ
れ
と
じ
ゃ
、
修
正
申
告

書
や
更
正
の
請
求
書
を
提
出
す
る
際
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認
書
類

の
提
示
又
は
写
し
の
添
付
が
必
要
じ
ゃ
か

ら
忘
れ
な
い
よ
う
に
な
。

熊
さ
ん
・
・
わ
か
り
や
ん
し
た
。
忘
れ
な
い

う
ち
に
手
続
き
を
済
ま
せ
る
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
そ
う
じ
ゃ
、
熊
さ
ん
の
場
合
は

深
酒
で
記
憶
を
失
う
前
が
よ
か
ろ
う
。

熊
さ
ん
・
・
御
隠
居
、
そ
れ
は
な
い
で
や
ん

す
・
・
ト
ホ
ホ
ホ
ホ
・
・
・
。

�

（
富
山
税
務
署
）

御
隠
居
と
熊
さ
ん
の

─
確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き
─

校下 農業委員 農地利用最適化推進委員
芝園

仲田　茂男
山本　勝三

柳町
奥田

奥田北
岩瀬
萩浦

大広田
広田

東狐　幸夫浜黒崎
針原

髙瀨　昌弘
豊田 山本　勝三
新庄

盛田　重光新庄北
藤ノ木

校下 農業委員 農地利用最適化推進委員
桜谷

島田　一郎

笹井　英二五福
神明
八幡 松村　久雄倉垣
草島 笹井　英二四方
呉羽

北森　正誠
沖村　三彦

長岡 堀口　正浩
寒江 藤井　徹男
老田

奥野　健一
下村　　帝

古沢 今井　　実
池多 林　　作三

水橋中部
金木　洋子 長谷　康治水橋西部

水橋東部
三郷 大橋　芳信 石黒　　武
上条 金木　洋子 堀　　治茂

　農業委員会法改正により富山市農業委員会は、平成30年度から農業委員24名と農地利用最適化推進委員（新設）
41名の構成となりました。なのはな農協管内では、下記の方々が委員となられました。（敬称略）

農業委員 24名（任期：平成30年４月１日～平成33年３月31日）
農地利用最適化推進委員 41名（任期：平成30年４月２日～平成33年３月31日）

H30.4.2現在

富山市農業委員会委員名簿
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会　　長 才木　隆雄
会長代理 宮田　好一
会長代理 島田　一郎



知識の泉・豊かな心とくらしに「家の光図書」おすすめします
お申し込みは、
最寄りの支店へ

人
気
野
菜
１
０
０
種
を

網
羅
。
栽
培
手
順
を
イ

ラ
ス
ト
で
わ
か
り
や
す

く
解
説
。
お
い
し
く
保

存
す
る
方
法
や
調
理
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
情
報

も
充
実
し
た
、
野
菜
づ

く
り
の
決
定
版
。
好
評

の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
を
改

訂
増
補
し
て
さ
ら
に
使

え
る
内
容
に
。

薬
膳
研
究
科
の
著
者
に

よ
る
、
楽
し
く
て
暮
ら

し
に
役
立
つ
「
梅
し
ご

と
」。
カ
ビ
が
生
え
に

く
く
失
敗
し
な
い
梅
干

し
の
作
り
方
は
も
ち
ろ

ん
、
梅
を
使
っ
た
簡
単

お
か
ず
か
ら
作
り
お
き

お
か
ず
、お
や
つ
ま
で
、

体
に
や
さ
し
い
梅
レ
シ

ピ
を
紹
介
。

面
倒
な
揚
げ
も
の
が
ほ

ん
の
少
し
の
油
で
も
絶

品
の
仕
上
り
に
な
る
画

期
的
な
レ
シ
ピ
。
失
敗

が
な
く
後
片
付
け
も
ラ

ク
ち
ん
で
時
短
・
節
約

に
も
な
る
揚
げ
方
を
紹

介
。
定
番
の
か
ら
揚
げ

か
ら
作
り
お
き
お
か

ず
、
ス
イ
ー
ツ
ま
で
、

充
実
の
63
品
。

手
の
ひ
ら
に
の
る
サ
イ

ズ
感
と
た
た
ず
ま
い
か

ら
「
か
わ
い
い
」
と
人

気
の
ミ
ニ
盆
栽
。
従
来

の
盆
栽
と
は
一
線
を
画

し
た
素
朴
な
魅
力
に
癒

さ
れ
る
人
も
多
い
は
ず
。

そ
ん
な
新
感
覚
の
ミ
ニ

盆
栽
73
種
の
育
て
方
と

楽
し
み
方
を
詳
し
く
紹

介
。

改
訂
増
補 

は
じ
め
て
の

野
菜
づ
く
り
12
か
月

イ
ラ
ス
ト
で
よ
く
わ
か
る

定
価1,800円＋税

旬
を
楽
し
む
梅
し
ご
と

梅
干
し
か
ら
梅
酒
、

毎
日
の
梅
レ
シ
ピ
ま
で

フ
ラ
イ
パ
ン
で
ラ
ク
ち
ん
揚
げ
も
の

１
／
５
の
油
で
５
倍
お
い
し
い 定

価1,000円＋税定
価1,200円＋税

四
季
を
楽
し
む
ミ
ニ
盆
栽

手
の
ひ
ら
に
の
る
小
さ
な
自
然定

価1,400円＋税

おい
しく食べて

今日もスタ
ート

茨城県笠間市にあ
る「キッチン晴人
（ハレジン）」のオーナーシェフ・永井
智一さんに、元気が湧いてくる朝ご飯
を教えていただきます。

永井智一
（ながい・ともかず）

中華麺…1玉
トマト…1/4個
ゆで卵…1/2個
針野菜
　キュウリ…1本
　ミョウガ…2個
　シュンギク
　　　　…1/5わ
肉みそ
　ひき肉…150g
　てん麺じゃん
　…大さじ1と1/2
　豆ちじゃん
　　　…小さじ1
　砂糖…小さじ2
　しょうゆ…小さじ1
　おろしニンニク…少々
　おろしショウガ…小さじ1
　塩、こしょう…適宜
　料理酒…大さじ1
　水…3/4カップ
　がらスープのもと
　　　　　…小さじ1
　水溶き片栗粉
　　　　　…大さじ1
　サラダ油…大さじ1
　ごま油…小さじ1

❶フライパンにサラダ油を熱しひき肉を
入れ、塩・こしょうをして炒める。
料理酒、てん麺じゃん、豆ちじゃん、
砂糖、しょうゆ、おろしショウガ。
おろしニンニクを入れ、さらに炒め
る。水、がらスープのもとを入れ、
水溶き片栗粉でとろみをつけ、仕上
げにごま油を入れる。

❷別鍋に湯を沸かし、中華麺をゆで、皿
に盛り付け、肉みそ、針野菜、トマト、
ゆで卵をのせて出来上がり。

材料（1人分） 作り方

レシピ

レシピ 針野菜たっぷりジャージャー麺

ポイント ゆで上がった麺に

がらスープのもと

（分量外）を少量入れ

混ぜておくと、

おいしさアップ

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヵ所あります。
間違っている部分を右下の枠内の数字で探しましょう。

（答は1３Ｐ）　　　

まちがいさがしまま
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　人事異動を行いましたのでご案内致します。
　　　　　　　農協会館支店　貯金担当 　　　　川岸　文奈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（呉羽支店　貯金担当）
平成30年
４月１日付人事異動のご案内人事異動のご案内

　

四
月
七
日
、
東
日
本
軟
式
野

球
富
山
県
大
会
決
勝
が
射
水
市

小
杉
歌
の
森
運
動
公
園
野
球
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
見
事
「
な

の
は
な
農
協
野
球
部
」
は
、
大

庵（
富
山
婦
負
）を
７
対
０
（
５

回
コ
ー
ル
ド
）
で
破
り
、
全
国

大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

野
球
部
を
応
援
し
て
い
た
だ

い
た
皆
様
に
野
球
部
一
同
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
６

月
８
日
か
ら
石
川
県
で
始
ま
る

全
国
大
会
の
優
勝
を
目
指
し
、

日
々
練
習
に
励
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
引
き
続
き
あ
た
た
か
い
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 東日本

野球大会
全国大会
出場！

東日本
野球大会
全国大会
出場！なのはな

農協野球部

庄司　真也（東部支店） 小林　千師（南部支店） 目次　光虹（和合支店） 村川　　慧（水橋支店） 秋田　淳志（呉羽支店）

稲垣　勇斗（北部支店） 石森　もえ（水橋支店） 黒田小百合（呉羽支店）小島　七海（北部支店） 寺林　胡桃（西部支店）

しょうじ しんや こばやし かずのり めつぎ こうじ むらかわ けい あきた あつし

いながき ゆうと いしもり くろだ さゆりこじま ななみ てらばやし くるみ

　４月２日、平成30年度の新採用職員10名に採用辞令が交付されました。
　辞令交付にあたり室井組合長が「農業・農協を取り巻く環境が厳しい時こそ、これまで学んできたこと
を職場で活かし、若者が中心になって精一杯就業してもらいたい」と言葉をかけられました。
　これに応え目次光虹職員が、「諸先輩方のご指導を仰ぎ、皆様方のご期待にお応えできるよう日々努力
を積み重ねていきます」と決意表明を述べました。

新採用職員へ辞令交付

　

第
24
回
通
常
総
代
会
並
び
に
議
案

事
前
説
明
会
の
日
程
に
つ
い
て
ご
案

内
致
し
ま
す
。

　

５
月
22
日
（
火
）

　
　

午
前
９
時
30
分

　
　

水
橋
支
店
地
区

　
　
（
水
橋
支
店
）

　
　

午
後
１
時
30
分

　
　

東
部
・
北
部
・
中
部
支
店
地
区

　
　
（
本
店
）

　

５
月
23
日
（
水
）

　
　

午
前
９
時
30
分

　
　

西
部
・
和
合
支
店
地
区

　
　
（
本
店
）

　
　

午
後
１
時
30
分

　
　

南
部
・
呉
羽
・
八
尾
支
店
地
区

　
　
（
富
山
市
花
木
体
育
セ
ン
タ
ー
）

　

日
時　

５
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
30
分

　

場
所　

本
店
３
階
ホ
ー
ル

●
第
24
回
通
常
総
代
会

●
総
代
会
議
案
事
前
説
明
会

ご
案
内

ご
案
内
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カ ダーカカカカカカカカカカカカ ダダダーダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーダダダダダダ
役員会報告　4月27日（金） 開催

JAなのはな概況　（3月31日現在）

◆付議事項
　・総代会及び総代会議案事前説明会の日程について
　・決算及び総代会議案書について
　・貸出金利率の改定について
　・貸出について
　・農産物検査業務規程の一部変更について
　・固定資産の取得について
　・出資金の減額について

◆報告事項
　・３月末残高試算表について
　・３月末各事業実績について（貯金・貸出金・共済・購買）
　・貸出について
　・決算期末監事監査の結果について
　・中期３カ年計画（平成28年度～平成30年度）
　　の進捗状況について

正 組 合 員 数
准 組 合 員 数
貯 金
預 金
貸 出 金
長期共済保有高
購買品供給高
販売品販売高

5，442人
5，463人

1106億3464万円
940億4555万円
160億1197万円
2670億2176万円
5億6713万円
8051万円

1 支店長会議

2
3 憲法記念日

4 みどりの日

5
こどもの日
給油所臨時営業日（豊田・呉羽）
水橋経済センター臨時営業日

6 水橋経済センター臨時営業日

7 平成３１年度採用者向け一次試験（筆記）
定休日（農産物直売所）

8
9
10
11

12
経済センター臨時営業日（呉羽・水橋）
支店臨時営業日（西部金融店舗、八尾、農協会館は除く）
朝市くれはオープン（呉羽支店）

13 池多朝とり特産市オープン（古洞の森）

14 定休日（農産物直売所）

15 平成３１年度採用者向け二次試験（面接）

16
17
18
19 みずの里市オープン（二ツ屋倉庫）

20 みずの里市オープン（水橋ふるさと会館）

21 定休日（農産物直売所）

22 総代会議案事前説明会　ＡＭ　水橋　ＰＭ　東部・北部・中部
生活委員会（女性部）

23 総代会議案事前説明会　ＡＭ　西部・和合　ＰＭ　南部・呉羽・八尾
みずの里市夕市オープン（二ツ屋倉庫）

24
25
26 第２４回通常総代会

27
28 定休日（農産物直売所）

29 いきいきサロン（高木）

30
31

　日本では、主に花壇や鉢植えなどで園芸観賞用として
栽培されています。この属の種は全般に、ヨーロッパに
おいて、肺などの呼吸器疾患（喘息や慢性気管支炎など）
に効果があるとされ、民間療法で薬（シロップ薬、鎮咳
去痰薬）として用いられることがあります。

表紙説明《ノハラワスレナグサ》

４．　２　新採用職員辞令交付
　 ３　平成31年度採用者向け
　 　 会社説明会
　 18　キッチンカーオープン
　 20　春夏期衣料総合展示会
　 　（～21日）
　 27　役員会

JA日誌JA日誌

まちがいさがしまま
答え

４…お料理メモが違
う

５…舌が出ていない
７…菜箸の模様が違
う

10…犬の鼻にばんそ
うこうが付いて
いる

12…卵の殻が少ない
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春 野 菜
春キャベツ 山菜類

「新鮮・安全・安心」野菜紹介
「新鮮・安全・安心」旬の農産物や切り花など様々
な商品がありますので、近所の方・友人・知人を
誘い合ってご来店下さい。

午前９時30分～午後6時午前９時30分～午後6時営業時間のお知らせ （5月１日～10月31日まで）

やわらかく甘い。生食がおいしい春キャベツ。
ビタミンＣ、Ｕを含みます。切って水にさらすと
ビタミンが流出するのでＮＧ。加熱には水を使
わない電子レンジがおすすめです。

わらび●わらびはカリウムが多く、高血圧予
防になります。特に乾燥するとカリ
ウムや鉄分が十倍以上と栄養価が高
くなります。あくぬきをして、煮物、
和え物、おひたし、汁の実、酢の物
などにどうぞ。

フ　キ●日本原産の野菜のひとつで、独特の
ほろ苦い味があります。フキはノン
カロリーで、食物繊維に富んでいます。
歯ざわりや香り、淡い緑色を生かし、
煮物、和え物、炒め物にどうぞ。

春は、山菜がいっぱい。
直売所には様々な山菜が並びます。

春は、山菜がいっぱい。
直売所には様々な山菜が並びます。

同 時 開 催

６月２日・３日
午前９時～午後４時

とき

イベント広場ところ

農機具・自動車・日用雑貨・家具・
農産物など盛り沢山 ！！

家電製品が盛り沢山 ！！
日土

皆様のご来場をお待ちしております。

広報
編集/発行　なのはな農業協同組合　企画総務部　〒931-8540（個別番号） 富山県富山市豊田本町3-18-21　TEL（076）438-2211
印刷/いおざき印刷株式会社
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